
 

令和８年度 年間事業計画 
 

（社福）北九州市保育事業協会 
  

１．保育理念 

    児童福祉施設として乳幼児の最善の利益を考慮し、安全で健全な心身の発達を図り 

一人一人の特性に応じた人間性豊かな児童の育成を目指します。 

 

 ２．法人運営の基本方針 

     法人の保育理念を実現するためのより具体的な法人全体の保育実践に係る基本方針

を策定する。 

当法人は設立当初から、北九州市の保育行政に協力する形で、設立経緯が異なる保育

所・園の運営を受託・引き受けを行ってきたことから、それぞれの施設の運営について

は、施設長の経験や考え方、個性等が反映され、法人全体としての保育に係る運営方針

が統一されていない現状がある。 

このため、法人として目指すべき保育の方向性や手法・方法、守るべき水準等につい

て、施設長会で論議し、理事会等の意見も踏まえつつ、今年度中に整理したい。 

 

３． 安全対策 

1・安全計画をもとに安全対策を進めていく。 

・火災を想定した避難・通報・消火訓練を毎月１回行う。うち年１回は消防署立合いの総

合訓練を行う。 

・地震を想定した避難訓練、不審者侵入、風・水害を想定した訓練を各年１回行う。 

・交通安全指導及び設置遊具の安全指導を行い、合わせて安全点検を随時行う。 

・保育所の危機管理に留意し、全ての保育状況における安全確認の徹底を図る。 

・送迎時の事故未然防止について、保護者の理解と安全管理の周知の徹底を図る。 

・保育所内での与薬については、処方された薬のみとし、連絡票記入の指導を行い安全管 

理のための周知と徹底を図る。 

・Ｏ－１５７及び食中毒等に関する衛生管理の徹底を図る。 

・感染症については、流行状況を把握し、衛生管理の確認・周知の徹底を図る。 

・見回りカメラを園外にも取り付け不審者侵入を防ぐと共に抑止力の向上を図る。 

 

４． 地域との交流 

・地域の年長者を招待し、季節的な行事を通して世代間の交流を行う。 

・地域の在宅乳幼児を保育所に招き、在園児と一緒に遊びを通して交流をもつ。 

・卒園児を園内行事に招待し、在園児との交流を深める。 

・小・中・高等学校の生徒を対象にした、保育体験学習の受入れを行う。 

・園児と小学校児童との交流体験や保育士及び小学校教師との相互の連携を図る。 

・近隣保育所と園児同士の交流体験や、保育士との情報交換等を図り交流をもつ。 

 

 



５．保護者支援 

  ・入所する子どもの保護者支援を行う。 

  ・地域の子育て家庭への子育て支援を行う。電話相談にも対応する。 

  ・地域の様々な育児講演会や子育てイベント等の情報を紹介する。 

 

６．保育時間 

    保育標準時間  午前７：００から午後６：００まで 

保育短時間   午前９：００から午後５：００まで 

（保育時間を超える時間は、延長時間として対応する。） 

 

７．職員研修 

・全国、県、市、区関係及び各保育士会関係の研究研修会へ参加するとともに、園内研

修を行い、相互研修を深める。 

・保育者自身の自己研鑽を促し、資質の向上を図る。 

 

８．法人内研修 

  ・全職員を対象に、林田理事長から法人の理念・保育者の責務、心得の指導を仰ぐ。 

（オンライン研修） 

  ・６園で保育所間交流を行い、他園で保育体験をする。他園の保育での気付き等を自園

の保育に活かし、法人内の保育の質の向上を図る。 

  ・６園調理員研修会を年間２回程度実施し、職務内容について話し合い、実務に活かす。 

  

９．資金計画   

   通常経費は、 

・委託費収入   ・利用者等利用料収入  ・補助金事業収入  

・受託事業収入    ・その他の事業収入   ・受取利息配当金収入     

・受入研修費収入  ・利用者等外給食費収入  ・雑収入 

等によるものとする。 


